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会員更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２０１３年 ４月１３日(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ポルシェクラブ六本木 ２０１３年度「会員更新手続」のご案内
すっかり春の日差しが心地よくなって参りましたが、会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
入学、入社、若葉の季節と共に今年もポルシェクラブ六本木の会員更新時期となりました。
２５年を迎えた「ポルシェクラブ六本木」の今後の活動に向けて、３月に第２５回の総会が開催されましたが、そこで「ポルシェクラブ六本木の目指すところ」と題しての担当理事の挨拶を掲載し、「会員更新手続き」のご案内に換えさせて頂きます。
　会員の皆様に、ぜひお読み頂き今後開催される「ポルシェクラブ六本木」の活動にご理解を賜り、クラブの未来に向け更に発展していくため、会員更新をお願い申し上げます。
ポルシェクラブ六本木の目指すところ

理事　曽根 貴史

２０１３年度の理事の１人として仰せつかりました曽根と申します。
よろしくお願い申し上げます。
何故私がここでポルシェクラブ六本木の目指すところという話をしなければいけないのか。恐らくこういうことだと思います。

私、ポルシェクラブ歴１年８ヶ月、ポルシェクラブ六本木歴１年７ヶ月です。

したがって皆さん大先輩を差し置いて偉そうな事をここで言えない訳ですが、逆に言うとその新しい目で見て、どうだろうというようなことを話せと言うことなのかなと理解をしており、少しお話したいと思います。
何で私がこのクラブに入ったかというとですが、それぞれ皆さんもいろんな動機がおありだと思います。私の場合はポルシェを欲しいと思って買いました。そしてやはり一緒に走ってくれる人がいた方がいいだろうなと思い、ネットで調べました。

いろんなクラブがありましたが、ポルシェクラブ六本木が目に留まりました。
まず、格好いい、名前が。これはいいなと思いました。

だけどポルシェクラブ六本木というからには、やっぱりお金持ちの人が沢山いて、何か気取ってやっているのでは。少し敷居が高いのかなと思いました。そこでどんなイベントをやっているのかと思いホームページの内容を見ました。
すると、私も前から富士走っていましたが、そういう所を走るイベントが多い。

それに、なんとニュルにも行っている。氷上トレーニングもある。
ポルシェに限らず、こんなクラブは他にはありません。

これだなと思い事務局へ電話をかけて、もしもし、会員になりたいのですが。

じゃあ一度来て下さい。ああそうかポルシェクラブ六本木て言うから六本木ヒルズに事務局があるのかなぁと思ったら、全く別の所だったんですが、非常に敷居の低いクラブです。

しかし質はかなり高いクラブであるとすぐに分かりました。

この１年７ヶ月の間に、ニュルブルクリンクに２回も行かせて頂きましたし、富士も何度も走らせて頂いています。

そうするうちに理事会に顔を出してくれと言われて、既に何回か行っているのですが、びっくりするくらい真面目にやっておられるので、実のところ驚いたということです。

あんまり効率良くないのですが、本当に真面目に理事の皆さんは考えて頑張ってやっているな、という印象がありました。

ところでクラブに入り、ポルシェクラブというのは何なのだろうと思い規約を見ました。規約の第３条にクラブの目的がありました。
目的に何が書いてあると思いますか。
第３条に目的が８項目ありますが、クラブの親睦を図り…云々の一般的なものですが、私が驚いたというか、感心したのは、第１番目に出てきた、「ポルシェの哲学と文化を理解しこれを普及する」こと。これが「ポルシェクラブの目的」なのですね。

要するにサーキットを走るということが目的ではないのですが、一番目に書いてあるのは、そういうことが書いてあるのです。
では、「ポルシェの哲学」というのは何だと聞かれても困るのですが、要するに、そういう ‥ 何というか哲学が、文化があるというのがやっぱりポルシェという車なのだなということが良く理解できると思うのですね。

それから、もう一つ驚いたのは、この目的の中に「モータースポーツ」という言葉が３回か４回くらい出てくる。「モータースポーツを普及させる」というのが、このクラブの大きな目的のひとつなのですね。
そう考えた時にポルシェクラブジャパンは、いろんな大目的の活動をして行かなければいけない。そういう中でポルシェクラブ六本木は、私、個人的に見て考える限り一番このポルシェクラブの大目的のイベントをしていると思います。
イベントの質の高さというのは、このクラブの特色だろうと、私は個人的に思います。

とはいえサーキットを走らなければポルシェの哲学、ポルシェの文化は理解できないのか。そんなことないです。

ポルシェという車は車庫から出して、左に曲がって真っ直ぐ行って、次の信号３０ｍ先を右に曲がった時に、あぁ俺はポルシェに乗っているな、ということが感じられる。

これが「ポルシェの哲学であり文化である」と思います。
そうであれば別にサーキットを走る必要もないじゃないか、というご意見も当然あると思います。親の遺言で俺はサーキット走ってはいけないという人もいるかも分からない。

そういうことを考えると、やはりサーキットを走る時に皆で走って楽しい、良く知っている仲間と走るから楽しいと、いうのはありますね。

そうでなければ自分で勝手にサーキットに行けばいい訳ですからね。従って基本的にはイベントというのはクラブ員のためにやっていることですが、だからと言って友達を連れて来ては駄目というのも、違うのではないかと思います。
イベントというのはサーキットだけに限る必要もない。では何をしたらいいのかなということを考えなくてはいけない。昨年度は参加人数が少なかったのですが、まずやることは、どうやって参加人数を増やしたらいいのだろうと考えるべきではないでしょうか。
今１００人「ポルシェクラブ六本木」の会員がいますが、やはりイベントの常連の方というのは限られているので、もっと数多くのクラブ会員の皆様に来てもらわなければいけない。

それが走行会であれ、ツーリングであれ、パーティであれ、そういう人に来てもらうという努力を理事会としては続けなければいけなのではないかと思っております。

そういう場を通じて、ポルシェを操る、ポルシェで走ると言うのを我々の“共通言語” にして会員同士の親睦を深めていく。
ここれが「ポルシェクラブの目指すべきところ」ではないかと私は個人的に思います。
ありがとうございました。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  ポルシェクラブ六本木 ２０１３年度 会員更新届
記

　更新区分（いずれかに○）：　　＜　　更新　　／　　休会　　／　　退会　　＞　　　　　　　　　
　会員番号：　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
郵便番号：　　　　　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自宅電話：　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話：　　　　　　　　　　　　　Ｍａｉｌ：　　　　　　　　　　　　　　　　　
車種：　　　　　　色：　　　　　年式：　　　　　　ナンバー：　　　　　　　　　　
会員更新費振込（いずれかに○）：　振込済・振込予定日 /　　月　　日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	会員更新費 ３０,０００円（休会の場合は１０,０００円）

を下記の「会員更新専用口座」にお振り込みください。
　
銀行名
：りそな銀行
支店名
：上野支店(４３２) 

口座種類
：普通
口座番号
：１３６１６３１　
(イベント口座とは異なりますので、充分ご注意下さい)
口座名
：ポルシェクラブ六本木



返信方法・ご注意
１．ＦＡＸ　０３－５８０９－０９９３　ご記入頂き、本用紙をお送り下さい。
２．本メールに入力頂き  rsb89607@nifty.com　アドレスへお送り下さい。
締切日　４月２７日(土) 迄に返信をお願い申し上げます。
ご注意　上記期限までにご返信頂けない場合は自動更新となります。
　　　　ご了承下さい。

ご不明な点は、ポルシェクラブ六本木事務局 080-3388-0993 にお問い合わせ下さい。
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